


第１章 計画の基本事項

■ 計画策定の趣旨： 「大分市佐賀関大規模火災復興計画（以下、本計画という。）」は、被災者だけ

でなく、地域に関わる全ての方々が理念や考え方を共有する中で、復興のめざす姿を示すととも

に、復興に向けた具体的な事業概要を取りまとめる「大分市佐賀関大規模火災復興まちづくり実

行計画（以下、実行計画という。） 」につながる計画として策定します。

■ 復興に向けた役割：被災者・地域住民・各種団体・行政がそれぞれの役割を認識し、「自助」「共

助」「公助」の考え方のもと、一体となって復興を推進していくことが必要です。

■ 計画の位置づけ：確実かつ迅速な復興を推進するため、被災地域に関わる方々と対話を重ねなが

ら、「本計画」と「実行計画」を策定します。

「自助」「共助」「公助」の関係性

計画の位置づけ

大分市佐賀関大規模火災

復興まちづくり実行計画

（復興アクションプラン）

復興マスタープランである本

計画で示された復興のめざす

姿を実現するために、復興の

理念や視点に基づき実施する

事業を具体的に示すものです。

大分市佐賀関大規模火災

復興計画

（復興マスタープラン）

被災地域や周辺を含む地域

全体の現状や課題を踏まえ、

復興の理念や復興の視点な

ど、復興のめざす姿を示す

ものです。

本計画



■ 佐賀関地域における『復興に向けた考え方』：被災地の復興においては、単に被災地域とその周

辺だけを考えるのではなく、広範な視点に立ち、佐賀関地域全体の「防災力の強化」や「観光資源

の活用」などにより、地域全体の課題解決やその効果を地域全体へ波及させる、「地域活力の復

興」が必要です。

佐賀関地域広域図

神山

東町
田中１

田中２

田中３

田中運動
公園

計画エリア（青）
約１１ヘクタール

被災エリア（赤）
約２ヘクタール

■ 計画期間：本計画を踏まえ、実行計画を２０２７年３月末までに策定し、実行計画に基づく復興事業

の計画期間を２０２７年度から２０３１年度までの５か年とします。

計画の対象範囲

計画期間

計画期間

計画期間

策定

策定



第２章 佐賀関大規模火災の概要

➢ 被災5地区（田中１、田中２、田中３、東

町、神山）は海岸部と背後の急斜面に

挟まれた狭小な土地に住宅が密集する

地区となっています。

➢ 人口は減少傾向、住民の約７割を高齢

者が占める深刻な超高齢化が進行して

います。

➢ 幅員４m未満の狭あい道路が大部分を

占め、接道義務を満たさない敷地が多

く存在します。

被災５地区の総人口および年齢３区分別人口推移
（資料：住民基本台帳）

■ 被災地の特性

日時

覚知 ２０２５年１１月１８日（火） １７時４５分

鎮圧 半島部分 ２０２５年１１月２０日（木） １１時００分

蔦島 ２０２５年１１月２８日（金） １３時３０分

鎮火 半島部分 ２０２５年１１月２８日（金） １３時３０分

蔦島 ２０２５年１２月 ４日（木） １４時００分

焼失棟数 １９６棟（住家９６棟、空き家７５棟、その他２５棟）

焼失範囲
約６．３９ヘクタール（約６３，９３７㎡）

うち住宅エリア約２３，３２１㎡ ※焼損床面積は約１２，５６３㎡

消防機関等

の活動状況

〇現場消火活動

・大分市消防局 活動人員 延べ ４８９人

・大分市消防団 活動人員 延べ ６０１人

・防災航空隊 大分県防災航空隊、熊本県防災航空隊、福岡市消防航空隊

・大分県内（別府市、臼杵市、津久見市、佐伯市、豊後大野市、由布市）

延べ 13台 58人

〇消防局・消防団ともに警戒巡回を実施

佐賀関大規模火災の概要（大分市 消防局・防災局防災危機管理課）

被災直後の被災地の様子

➢ 当時、湿度は乾燥注意報発令基準に近く、強風注意報が

出ていた気象条件下にあり、さらに狭あい道路に建物が

密に並んでいたことから、延焼・飛び火への対応が困難で

あったため、短時間で広範囲に延焼拡大しました。

■ 災害の概要



第３章 復興に向けてめざす姿

【復興の視点】

復興における課題や復興の理念を踏まえて、

「３つの視点」を掲げ、復興まちづくりを推進

していきます。

【復興のキャッチフレーズ】

復興の理念や意見交換会での住民意見を踏

まえ、復興のキャッチフレーズを作成しました。

【復興の理念（復興のことば）】

被災した住民で作る自治組織「田中連合区復興事務局」からいただいた5つの「復興のことば」を、本

計画における『復興の理念』として位置付けます。

■ 復興のめざす姿

復
興
の
３
つ
の
視
点

『復興から未来へ つながりあふれる佐賀関』

復興の理念（復興のことば）

復興を果たし、誰もが親しむ地域づくり

みんなが一緒になって復興に取り組み、誰もが帰ってくれる、来てくれる地域づくりを目指します。

復 興

みんなが笑顔あふれる安全安心な地域づくり

復興市営住宅や道路、防災対策などのインフラが整備されるとともに、人と人、地域と地域が支えあう笑

顔あふれる安全安心な地域づくりを目指します。

安全・安心なくらし

人と人がつながり、交流を育む地域づくり

関ばっくすや語り部、キーホルダーの作製などの活動を続け、地域コミュニティーの維持や新たなつなが

りづくりを進め、訪れる人との交流を育む地域づくりを目指します。

交流を育む

多様な世代が暮らし、次世代に地域をつなぐ

あらゆる世代がともに暮らし、助け合いの絆をつなぎ、住み続ける地域へ、40年、100年と未来へ続く

地域づくりを目指します。

未来への継承

伝統文化を未来へつなぐ

地域に伝わる「供養盆踊り口説き」や狭い生活道路ゆえの譲り合う「背戸」文化を人から人へとつなぐ地

域づくりを目指します。

地域の伝統をつなぐ



【復興イメージ（計画エリアゾーニング） 】

計画エリアゾーニング

第４章 主な施策

➢ 復興の理念及び３つの視点を踏まえ、復興に向けて重点的に取り組む６つの施策を設定します。

➢ 各施策に基づく具体的な事業、実施主体、実施時期等については、 実行計画において定め、計画

的かつ着実に復興を推進します。

復興の理念、復興の視点と６つの施策との関連性



■ 主な取り組みの例

椎根津彦（しいねつひこ）神社の春季大祭

【復興市営住宅の建設】 【主要防災道路の整備】

【伝統文化活動の継承】

イメージイメージパース

（事業者選定時の提案資料より抜粋）

※事業者選定時の提案資料であり、形状・色彩・

外構・植栽等は変更となる場合があります。

➢ 復興のめざす姿を実現するため、２０２７年３月末までに具体的な施策や事業を示す「実行計画」を

策定します。実行計画では、実施すべき事業・施策を具体化し、事業の取組概要・事業主体・スケ

ジュール等を明示します。

➢ 実行計画策定後、「大分市 生活再建支援・復興本部事務局」において、定期的（概ね1年毎）に進捗

を評価し、住民の方々へ適宜報告いたします。併せてホームページ等で公表いたします。

復興計画と実行計画

復興計画
（復興マスタープラン）

復興のめざす姿を示します。

復興施策の大きな指針となります。

計画の基本事項

佐賀関大規模火災の概要

復興に向けてめざす姿

主な施策

進捗管理

復興まちづくり実行計画
（復興アクションプラン）

復興計画で示した復興のめざす姿を実現

するための具体的な施策を示します。

復興に向けてめざす姿

取り組む施策

第５章 進捗管理
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